
原小学校は、R５年度より『コミュニティ・スクール(以下 CS)』としての学校運営をスタートして，４

年目になりました。スタート当初にこのＣＳだよりにてＣＳについての基本的な説明をしましたが，丸３

年が経過して保護者の皆様の顔ぶれも変わっていますので，ここで改めて『コミュニティ・スクールって

なに？』についてお知らせしたいと思います。 
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コミュニティ・スクールとは, 学校・保護者・地域のそれぞれを反映させた学校運営を行う仕

組みで, 保護者・地域の代表・学識経験者などで組織する「学校運営協議会」を設置した学校のこ

とをいいます。「地域に開かれた学校」から一歩踏み出し, 原で「どのような子どもたちを育てる

のか」「何を実現していくのか」という教育目標や課題等を保護者・地域の皆さまと共有し, 一体

となって子どもたちを育む「地域とともにある学校」へ転換していくことを目指しています。 

 

学校と地域が共有する教育目標を達成するために取り組む活動を「地域学校協働活動」といい

ます。例えば，地域との結びつきの強い総合的な学習の時間(例えば，5 年小倉神社フィールドワ

ーク，3 年車椅子体験，6 年スクバン)や生活科(例えば，１年昔遊び交流，２年町たんけん)や他

の教科等の教育課程(地域との結びつきが強いもの)もすべて地域学校協働活動に含まれますし，

地域で行われている原夏祭りや原文化祭，安全ボランティアさんの活動もそうです。 

また昨年度から本校には開設された「放課後子供教室」としてスタートした「交通安全自転車

クラブ」と「STEAM 教育クラブ」も地域学校協働活動に含まれます。 

 

学校には窓口としてコミュニティスクール推進員として平井が，地域側の窓口として北岡地域

センター長が地域学校協働推進員として位置づいており，常に連携をとっています。ＣＳ推進員

が位置づいているのは東広島市だけです。 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールを導入することで, 改めて学校・家庭・地域全体で力を合わせ, 子ども

達の学びや成長を支えるとともに, 学校を核とした地域づくりや地域と学校が相互にパートナー

として連携・協働していくことを目標としています。新たな挑戦も大切ですが, これまでに学校

と地域が築き上げてきた原ならではの温かい繋がりを守り, それを受け継ぎながら未来へと繋げ

ていくことが重要だと考えています。 

コミュニティ・スクールってなに？ 

 

   学校運営協議会の主な役割 

〇校長が作成する学校運営の基本方針を承

認する。 

〇学校運営について, 教育委員会または校

長に意見を述べることができる。 

〇教職員の任命に関して, 教育委員会規則

に定める事項について, 教育委員会に意見を

述べることができる。 

コミュニティスクール推進員の紹介 

 

今年度もコミュニティ・スクール推進員として

配置されています平井一之(ひらいかずゆき)

と申します。原小学校の卒業生で, 千野丸地

域に住んでおります。地元住民としての利点

を生かしつつ, 原の子どもたちのために頑張

っていきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

 

 



令和８年度 学校運営協議会委員の紹介 

・学校運営協議会委員 

  原財産区             渡辺 満 様 

原地区住民(元小学校長)         村田 真司 様 

原地区住民(脇農園)        脇 伸哉 様 

  PTA総務部リーダー        景山 多津栄 様 

   原小学校前職員          竹内 史雄 様 

  原自治協議会子ども部会長     市川 啓展 様 

  原地区住民            佐々木 由紀子 様 

 原もりあげ隊           今村 信一郎 様 

  原保育所長            渡辺 和歌子 様 

・コミュニティ・スクール推進員        平井 一之 

・地域学校協働活動推進員        北岡 学 様 

・原小学校長             神重 修治 

・原小学校 教頭                    坂本 真奈美 

〈 「学校」と「地域」の連携・協働のイメージ図 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールに欠かせない３つの機能 

協働 

「熟議」の実施を通して,学

校と地域の信頼関係の基礎

を構築した上で , 学校経営

に地域の人たちが「参画」し, 

共通の目標に向けて活動し

ていく。 

熟議 

子どもたちがどのような課題を

抱えているのかという実態を共

有するとともに, 地域でどのよう

な子どもを育てたいのか, 何を実

現したいのかという目標・ビジョ

ンを共有するために「熟議(熟慮

と議論)」を重ねる。 

マネジメント 

学校は, 校長のリーダーシップ

のもと, 目指すべきビジョンの

達成に向かって, 学校内の組織

運営を管理するにとどまらず, 

地域との関係を構築し, 地域人

材や資源等を生かした学校運

営を行っていく。 

 

 


